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【大阪港の概要】

１．事業の概要

日本有数の国際貿易港であり、特に西日本の産業の国際競争力強化を支える「阪神港」の一翼
を担う港湾。

大規模地震時に関西の社会経済活動を支える幹線物流輸送拠点。
年間約２５千隻の船舶が入港する海上交通の拠点年間約２５千隻の船舶が入港する海上交通の拠点。

平成１６年に複数バース一体運営等により、港湾コストの削減、リードタイムの短縮を図る「スー
パー中枢港湾」に指定。

平成２２年には、ハブ機能を強化するためのインフラ整備と貨物集約等の総合的な対策を推進
す 「 際 戦略港湾 定

【大阪港の位置】

する「国際コンテナ戦略港湾」に選定。

北港北地区
（舞洲）

此花地区

北港南地区
（夢洲）

港地区

大正地区南港地区
（咲洲）
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【国際コンテナ戦略港湾】

（目標）
釜山港と阪神港の集荷エリアの比較

（目標）
２０１５年 国内ハブの完成、東アジア主要港でのトラ

ンシップ率を半減

２０２０年 国際トランシップも視野に入れ、東アジア主
要港とし 選択される港湾に

阪神港阪神港

阪神港経由貨物が多い
（80%以上）エリア

阪神港と釜山港の競
合エリア（海外ﾄﾗﾝｼｯ
ﾌﾟ率：約20～40％）

釜山港等への海外トランシッ
プの多い（40～70％）エリア

平成21年12月 国際コンテナ戦略港湾選定委員会設置

要港として選択される港湾に

（選定経緯） 瀬戸内地域等から
貨物を集約・積替

平成22年 2月 国際コンテナ戦略港湾 公募開始
平成22年 3月 京浜港、伊勢湾、阪神港、北部九州港湾が応募
（この間） ヒアリング（各３回）等
平成22年 8月 第７回国際コンテナ戦略港湾選定委員会及び国土交通

省政務三役会議において、「阪神港」と「京浜港」を選定

北米等

（資料）国土交通省「全国輸出入コンテナ貨物流動調査（平成20年）」より近畿地方整備局作成

（実現方策）

①公設民営化やタ ミナルの 体運営の推進等による物流ト タル ストの低減 ゲ トオ プン時間拡大①公設民営化やターミナルの一体運営の推進等による物流トータルコストの低減、ゲートオープン時間拡大

による２４時間化の推進などサービスの向上

②内航をはじめとするフィーダー網の強化による広域からの貨物集約の促進

③コンテナ船の大型化の進展に対応しうる大水深のコンテナターミナルの整備

④民の視点により港湾の戦略的な経営を行う「港湾経営主体」の設立

※このため、民の視点による港湾経営に係る制度の検討を進める一方、民営化の促進、国際コンテナ戦略港湾の競争力やフィーダー
機能の強化等に係る予算、税制等を要求中。
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平成１６年 ７月 スーパー中枢港湾の指定
平成１７年度 事業着手
平成１７年 ７月 指定特定重要港湾の指定

２．対象事業の概要

平成１７年 ７月 指定特定重要港湾の指定
平成１９年１２月 「阪神港」として大阪湾諸港の一開港化が実現
平成２１年 ８月 夢咲トンネル開通
平成２１年１０月 C-12(岸壁)供用開始（C-10～12の一体運営開始）平成２１年１０月 C 2(岸壁)供用開始（C 0 2の 体運営開始）
平成２２年 ８月 国際コンテナ戦略港湾に選定

【整備目的】
・阪神港の国際競争力の強化

【整備対象施設】

・大規模地震時発生時に国際物流機能を確保し、社会経済活動を維持
・航行船舶が輻輳する海域の安全性向上

岸壁（-16m）（耐震）

道路

航路・泊地
（-16m）

造成

道路

泊地（-16m） 事業
区分

施設名 数 量
事業
期間

事業費 残事業費 進捗率

航路（-16m）

用地造成
区分 期間

直轄 岸壁(-16m)(耐震） 400m H17～H20 154億円 0億円 100%

直轄 航路、泊地(-16m) 7,787千m3 H19～H32 521億円 479億円 8%

補助 道路 13m×1,650m H19～H24 8億円 2億円 75%

補助 防波堤 100m H32 7億円 7億円 0%

荷役機械等

防波堤
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平成２２年３月１９日撮影

補助 防波堤 100m 7億円 7億円 0%

起債 用地造成 14ha H18～H20 23億円 0億円 100%

貸付 荷役機械等 1式 H19～H23 63億円 3億円 96%

合計 H17～H32 776億円 491億円 37%



■ふ頭の再編による物流機能の強化

①事業を取り巻く社会経済状況の変化

３．事業の必要性

■ふ頭の再編による物流機能の強化
•コンテナ貨物の取扱をＲ－２～５等から夢洲コンテナターミナルに
シフトし、一体運営によるスケールメリットの追求、コンテナ船の大
型化への効率的な対応を図る。

•Ｒ－２～５をフェリー埠頭に利用転換し、ニュートラムとの乗換旅

•平成21年10月のC12(岸壁)の供用を契機として、ふ頭の再
編を実施中。

高規格コンテナターミナルと背後の産業・物流関連用地
が一体的に機能する臨海部物流拠点の形成

夢洲

Ｒ ２ ５をフェリ 埠頭に利用転換し、 ュ トラムとの乗換旅
客の利便性の向上を図る。

夢洲

が 体的に機能する臨海部物流拠点の形成

舞洲(北港北地区)

夢洲コンテナ埠頭

コンテナ埠頭

(北港南地区)

全体貨物量の
増加

C8 9

咲洲
(南港地区)フェリー埠頭に転換

夢咲トンネル

R‐2～5
C‐1～4

C8,9

(南港地区)

フェリー埠頭

外貿多目的船・専用船埠頭に転換

フェリ 埠頭に転換

咲洲

C6,7

F‐1～6F7,8
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フェリー埠頭

内貿RORO船埠頭に転換
貨物の集約や利便性向上を目指した埠
頭の利用転換

出典：大阪市港湾局資料



■夢洲コンテナターミナル（株）による３バース一体運営
平成２１年１０月から３バース一体運営を開始し、スケールメリットを活かした港湾サービスの提供が可能

平成21年10月供用

夢洲コンテナターミナル（C10～12）

夢洲コンテナターミナル（C10-C12）取り扱い貨物量

50

60

70

千
TE
U 一体運営前

(08.10 ～ 09.9)

一体運営後

20

30

40

50
(09.10 ～ 10.6)

C12
供用

C-10水深-15mC-11水深-15mC-12水深-16m

平成２２年６月１０日撮影

0

10

20

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

従来：個別の荷役作業による運営 スーパー中枢港湾（夢洲）：メガオペレーターによる一体運営

個別運営のため3バースで年間60万～80万TEUの取扱い 一体運営により3バースで年間105万TEUの取扱い

3バース一体運営によるターミナル作業の効率化

個別運営のため3バ スで年間60万～80万TEUの取扱い
が限界

一体運営により3バースで年間105万TEUの取扱い
を実現

a船社 c船社

c船社
係留待ち

クレーン利用なし

決まったバース
へ着岸

a船社

c船社

c船社
空いているバースへ

着岸待ちが解消b船社

共同でクレーン

A港運
の

エリア

B港運
の

エリア

C港運
の

エリア
ヤード不足

フル稼働

へ着岸

決まったエリア
で貨物を蔵置

a船社の
コンテナ

共同でコンテナを
管理し効率化

b船社の
コンテナ

c船社の
コンテナ

共同でクレ ン
を利用し効率化

空きの発生
管理棟
A港運

管理棟
B港運

管理棟
C港運

設備の余裕

貨物 蔵
作業指示

管理棟
DICT

作業指示

ヤードの確保
設備の効率化

荷役作業指示の一本化
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■コンテナ船の大型化の進展

中央防災会議 地震調査研究推進本部は 今後 年以内に

■東南海・南海地震等への対応

国際コンテナ物流の急拡大や2015年パナマ運河の供用を背景に
コンテナ船の大型化が進展。

世界的にはコンテナ船の大型化が進行
中央防災会議・地震調査研究推進本部は、今後３０年以内に

東南海・南海地震の発生確率をそれぞれ６０～７０％、６０％程

度と推定して報告している。

大阪港の最大岸壁水深は-16m。しかし、航路水深が現在-14.3m
と浅く、船社の要望に見合った大型コンテナ船の入港が困難。

が現に、大阪港には6,000TEU級の大型コンテナ船が積荷調整をし
て入港。

震度分布

■航行安全の確保

航路幅が狭いことから、航行安全性に課題を抱えている。10,000

12,000 ※12,508
最大船型の推移

14,000
14,000

必要岸壁水深
１６ 大阪港夢州

震度分布

8,000

6,000

4,300 4,700 4,950

6,400
7,060

8,468

－１６ｍ 大阪港夢州
（岸壁16m  09
年10月供用）

大阪港
現況水深 １４ 3

積
載
個
数
（Ｔ
Ｅ
Ｕ
）

強風時に南防波堤（灯台）に
コンテナ船が衝突（ H21.12.31 ）

2010200520001985 1990 199519801975197019651960 2015

4,000

2,000

0
738

752 1,096
2,500

4,258
4,300

4,600
必要岸壁水深

－１４ｍ

現況水深－１４.3ｍ
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出典：2004年まで海事産業研究所「コンテナ船の大型化に関する考察」、2004年以降はオーシャンコマース社の情報を基に国土交通省港湾局作成
※ マースクのEクラス（EMMA MAERSK等）はMAERSK LINEのHPでは11,000TEU積みと公表されている

2010200520001985 1990 199519801975197019651960 2015

平成２２年６月１９日撮影



【便益項目の抽出】

【定量的効果】 【定性的効果】

②事業の投資効果

【定量的効果】

■輸送コストの削減

■震災後の幹線貨物輸送コストの増大回避

■災害による施設被害の回避

■大阪港の再編による交通アクセスの改善と臨海地域の活性化

■３バース一体運営による効果

■船舶航行の安全性の向上

■運航調整による時間損失の解消

■コンテナ貨物量の推計

大阪港のコンテナ貨物量の実績
（１８４万TEU：２００９年）

航路 貨物量
(2020年)

備考

北米航路 10.6万TEU 平成14年に大きく減少したが、その後の取扱量は安定しているた
め過去実績値程度と設定（H14～H21の平均値）

■運航調整による時間損失の解消

航路別に将来推計

め過去実績値程度と設定（H14 H21の平均値）

欧州・地中
海航路

11.6万TEU H19～H21の航路サービス再編により、一時的に航路サービスが
休止となったが、現在、航路サービスが再開しており、過去実績値
程度と設定（H10～H18平均値）

東南アジア
航路

60万TEU 輸出：増加傾向ではあるが、伸びの鈍化が見られるため過去最大
値と設定

国際コンテナ戦略港湾施策による大阪港
への貨物集約効果（36万TEU：2020年）

航路 値と設定
輸入：順調に増加しているためトレンド推計

近海航路 125.6万TEU 増加傾向ではあるが、伸びの鈍化が見られるため過去最大値と設
定

豪州・NZ 7.8万TEU 取扱量は安定しているため過去実績値程度と設定（過去10ケ年平
均)

夢洲１０５万TEU咲洲１３０万TEU

大阪港の将来貨物量（２５２万TEU：２０２０年）
均)

合計 215.6万TEU

オーバーフロー １７万TEU

•C1-4,C8-9の取扱能力を推
計して設定
•上記６バースの過去最大取
扱量は117万TEU(2007年)

•C10-12の取扱能力を推計して設定
•北米、欧州、豪州は夢洲コンテナターミナル
•咲洲では取り扱えないその他の航路を夢洲コンテナター
ミナルで取扱う

１１万TEU

２４万TEU

国際コンテナ戦略港湾施策による増加見込み＝今般の便益

算定上はゼロと仮定

北米航路 ４ ２万TEU
C12岸壁３５万TEU

•6,000TEU級を超えるコンテナ船はC12
•夢洲コンテナターミナルの１／３と設定

２４万TEU •北米航路 ４．２万TEU

•欧州・地中海航路 １１．６万TEU

•東南アジア航路 ８．２万TEU
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【便益計測】

■ 輸送コストの削減（定量的効果）

コンテナ船の大型化により 輸送コストが削減されるコンテナ船の大型化により、輸送コストが削減される。

With時 Without時

【輸送コストの削減】 6.1億円/年

※積載量と喫水の関係は船型によること、必ずしも満載で航行され

注）北米航路を例示注）北米航路を例示

■震災直後の幹線貨物輸送コストの増大回避（定量的効果） ■施設被害の回避便益（定量的効果）

※積載量と喫水の関係は船型によること、必ずしも満載で航行され

るわけではないことから、安全側の推計として、Withoutケースを

6,000TEU積を設定

■震災直後の幹線貨物輸送コストの増大回避（定量的効果）

耐震岸壁とすることで、震災直後における代替港利用による輸送コ
ストの増大回避が図られる（２年間）。

With時

■施設被害の回避便益（定量的効果）

震災時における岸壁復旧コストが回避される。

Without時With時 Without時
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【輸送コストの増大回避】 11.4億円/年
（地震発生確率考慮済みの最大値）

【施設被害の回避便益】 3.4億円/年
（地震発生確率が最大年の便益）



【費用対効果分析結果】

■評価の前提

基準年：平成22年度

評価期間：供用開始後50年間

社会的割引率：4 0％社会的割引率：4.0％

■費用対効果分析結果（現在価値換算後）■費用対効果分析結果（現在価値換算後）

内 容 事業全体 残事業

通常時 荷主の輸送コストの削減額 1 346億円 997億円通常時 荷主の輸送コストの削減額 1,346億円 997億円

震災時 震災後の幹線貨物輸送コストの増大回避額 168億円 43億円

施設被害の回避額 57億円 -

残存価値 埠頭用地等 27億円 7億円

総便益（B） 1,599億円 1,046億円

総費用（C） （総事業費 運営管理費） 700億円 401億円総費用（C） （総事業費+運営管理費） 700億円 401億円

費用便益比（B／C） 2.3 2.6
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【関係自治体の意見等】

大阪市長
平成22年10月14日 大港湾第1563号
近畿地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針（原案）の作成に係る意見照会大阪市長 近畿地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針（原案）の作成に係る意見照会
について（回答）

大阪港北港南地区国際海上コンテナターミナル整備事業は、国際コンテナ戦略港湾

の選定を受けた大阪港において重要な事業であり、事業継続が妥当と考えます。

今後 事業実施にあた は 効果的な事業手法 検討や ト縮減 徹底をお願今後の事業実施にあたっては、効果的な事業手法の検討やコスト縮減の徹底をお願

いします。

４．今後の事業進捗の見込み

・岸壁は完成しており 現在37％（事業費ベース）まで
岸壁（-16m）（耐震）

（供用中）岸壁は完成しており、現在37％（事業費ベ ス）まで
整備が進んでいる。残事業は、主に航路、泊地であり、
今後、投資効果が早期に発現するよう航路、泊地を
段階的に整備していくが、事業進捗を図る上で制約と
なる な

（供用中）

【直轄事業】

施設名 事業期間 事業費 残事業費 進捗率

なる要因はない。
航路、泊地（-16m） 8,385千m3

浚渫 436千m3 実施済

- 10 -

岸壁(-16m)(耐震） H17～H20 154億円 0億円 100%

航路、泊地(-16m) H19～H32 521億円 479億円 8%

事業完了

残 事 業



５．コスト縮減や代替案立案等の可能性

■主な増加要因

①岸壁（約50億円増）

①③

臨海部土地
造成事業

①岸壁（約50億円増）

現地調査の結果を受けて
液状化対策が必要となり事
業費増。

②

業費増。

液状化対策必要箇所

②航路 泊地（約280億円増）

【全体事業費の変更】
岸壁、航路及び泊地整備に約330億円の増額が

発生したため、全体事業費が増額となる。
岸壁の置き換え材の見直しにより コスト縮減を

②航路、泊地（約280億円増）

（当初計画） 事業費 備考

臨海部土地造成
事業

1,090
億円

埋立材の約3割を国際海上
コンテナターミナル整備事

（変更計画） 事業費 備考

臨海部土地造成
事業

（大阪市）

1,090
億円

大阪市の投資計画の変更
により、平成２１年度限りで
土砂の受入が不可能なまま
休止され、国際海上コンテ
ナタ ミナル整備事業から岸壁の置き換え材の見直しにより、コスト縮減を

図り、増額を最小限に抑える。

445億円(変更前）＋335億円(増加）
－4億円（コスト縮減）＝776億円

　　　　（大阪市）
億円

業から受入

国際海上コンテナ
ターミナル整備
事業

（航路 泊地）

243
億円

隣接水域で実施されていた
臨海部土地造成事業の埋
立材として、低コストで処分
可能と想定

　　　　（大阪市）
億円

ナターミナル整備事業から
の土砂受入の可能性が不
透明化

国際海上コンテナ
ターミナル整備
事業

（航路 泊地）

521
億円

青潮発生の要因とされる大
阪湾の窪地の埋戻しを兼ね
て処分する想定で計上

■コスト縮減対策

③置換材の見直しによるコスト削減（約４億円減）
液状化対策 不要液状化対策が不要

　（航路、泊地） 可能と想定 　（航路、泊地）

盛砂雑石 頁岩土砂

液状化対策 不要液状化対策が不要

・岸壁の施工方法の工夫によるコ
スト縮減を行ってきたところであ
るが、今後とも、効率的な施工法
の検討等により事業費の削減に

- 11 -

砂雑の検討等により事業費の削減に
努力。



1 事業の必要性

６．対応方針（原案） 大阪港北港南地区国際コンテナターミナル整備事業

1.事業の必要性

• コンテナ船の大型化が進展。喫水制限を余儀なくされているため、船社が早期の増深を要望。
• 物流機能の強化を図るため、ふ頭の再編を実施中。
• 東南海・南海地震等への対応が急務。
• 航行安全確保の重要性が高まっている。

2.事業進捗の見込み

• 主要施設である岸壁（ 16m）は完成しており 現在３７％（事業費ベース）まで整備が進んでいる 残事業は 主に航• 主要施設である岸壁（-16m）は完成しており、現在３７％（事業費ベース）まで整備が進んでいる。残事業は、主に航
路、泊地であり、今後の事業進捗を図る上で制約となる要因はない。

3.コスト縮減や代替案立案等の可能性

• 岸壁の施工方法の工夫によるコスト縮減を行ってきたところであるが、今後とも、効率的な施工法の検討等により事
業費の削減に努力。

【対応方針（原案）】

大阪港北港南地区国際海上コンテナターミナル整備事業は 事業の必要性等に関する視点 事業の進

【対応方針（原案）】

事業継続

大阪港北港南地区国際海上コンテナタ ミナル整備事業は、事業の必要性等に関する視点、事業の進

捗の見込みの視点から継続が妥当。

- 12 -



Ｎｏ．１１－２

近畿地方整備局

事業評価監視委員会

平成２２年度第３回

大 港 港南大阪港北港南地区
国際海上コンテナターミナル整備事業

平成２２年１１月

【再評価】

平成２２年１１月

近畿地方整備局
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費用便益分析シート(割引前) 費用便益分析シート(割引後) EIRR= 9.1% NPV= 899 億円
B/C= 2.3

(億円) (億円)

初期投資・
更新投資

運営・維
持コスト

総費用
（C）

(通常時)
ﾛｰｶﾙ貨物

輸送コスト
削減額

(地震時)
輸送コスト
増大回避

(震災時)
施設被害の
回避便益

残存価値
総便益
（B）

純便益
（B-C）

社会的
割引率

初期投
資・

更新投資

運営・維
持コスト

総費用
（C）

(通常時)
ﾛｰｶﾙ貨物

輸送コスト
削減額

(地震時)
輸送コスト
増大回避

(震災時)
施設被害の
回避便益

残存価値
総便益
（B）

純便益
（B-C）

2005 17.4 17.4 -17.4 2005 1.22 21.3 21.3 -21.3

2006 27.6 27.6 -27.6 2006 1.17 32.3 32.3 -32.3

2007 78.4 78.4 -78.4 2007 1.12 87.8 87.8 -87.8

2008 107.6 107.6 -107.6 2008 1.08 116.2 116.2 -116.2

2009 1 30.3 30.3 -30.3 2009 1 1.04 31.5 31.5 -31.5

2010 2 9.7 9.7 -9.7 2010 2 1.00 9.7 9.7 -9.7

2011 3 13.8 0.7 14.5 14.7 3.4 1.8 19.9 5.4 2011 3 0.96 13.2 0.7 13.9 14.1 3.3 1.7 19.1 5.2

2012 4 26.1 0.7 26.8 15.0 3.7 1.9 20.6 -6.2 2012 4 0.92 24.0 0.6 24.7 13.8 3.4 1.8 19.0 -5.7

2013 5 26.6 0.7 27.3 15.2 4.1 2.1 21.4 -5.9 2013 5 0.89 23.7 0.6 24.3 13.5 3.6 1.9 19.0 -5.3

2014 6 33.1 0.7 33.8 15.4 4.4 2.2 22.0 -11.8 2014 6 0.85 28.2 0.6 28.8 13.1 3.7 1.9 18.7 -10.1

2015 7 31.0 0.7 31.7 15.7 4.8 2.4 22.9 -8.9 2015 7 0.82 25.4 0.6 26.0 12.9 3.9 1.9 18.7 -7.3

2016 8 54.7 0.7 55.4 15.9 5.2 2.5 23.6 -31.8 2016 8 0.79 43.2 0.6 43.7 12.6 4.1 2.0 18.6 -25.1

2017 9 68.7 0.7 69.4 16.2 5.5 2.6 24.3 -45.1 2017 9 0.76 52.2 0.5 52.7 12.3 4.2 2.0 18.5 -34.3

2018 10 68.7 0.7 69.4 16.4 5.9 2.7 25.1 -44.3 2018 10 0.73 50.2 0.5 50.6 12.0 4.3 2.0 18.3 -32.4

2019 11 68.7 0.7 69.4 16.7 6.3 2.8 25.8 -43.6 2019 11 0.70 48.1 0.5 48.6 11.7 4.4 2.0 18.1 -30.5

2020 12 75.7 0.7 76.4 17.0 6.6 2.9 26.5 -49.8 2020 12 0.68 51.5 0.4 51.9 11.6 4.5 2.0 18.0 -33.9

2021 13 0.7 0.7 93.2 10.2 3.0 106.4 105.7 2021 13 0.65 0.4 0.4 60.6 6.6 2.0 69.2 68.7

2022 14 0.7 0.7 93.2 10.5 3.1 106.8 106.1 2022 14 0.62 0.4 0.4 57.8 6.5 1.9 66.2 65.8

2023 15 0.7 0.7 93.2 10.7 3.2 107.1 106.4 2023 15 0.60 0.4 0.4 55.9 6.4 1.9 64.2 63.8

2024 16 0.7 0.7 93.2 10.9 3.2 107.3 106.7 2024 16 0.58 0.4 0.4 54.1 6.3 1.9 62.3 61.9

2025 17 1.2 0.7 1.8 93.2 11.1 3.3 107.5 105.7 2025 17 0.56 0.7 0.4 1.1 52.2 6.2 1.8 60.2 59.2

2026 18 23.1 0.7 23.7 93.2 11.2 3.3 107.7 84.0 2026 18 0.53 12.2 0.3 12.5 49.4 5.9 1.8 57.1 44.6

2027 19 8.0 0.7 8.6 93.2 11.3 3.4 107.9 99.3 2027 19 0.51 4.1 0.3 4.4 47.5 5.8 1.7 55.0 50.6

2028 20 2.4 0.7 3.0 93.2 11.4 3.4 107.9 104.9 2028 20 0.49 1.2 0.3 1.5 45.7 5.6 1.7 52.9 51.4

2029 21 0.7 0.7 93.2 11.4 3.4 108.0 107.3 2029 21 0.47 0.3 0.3 43.8 5.4 1.6 50.7 50.4

2030 22 0.7 0.7 93.2 11.4 3.4 108.0 107.3 2030 22 0.46 0.3 0.3 42.9 5.2 1.6 49.7 49.4

2031 23 0.7 0.7 93.2 11.3 3.4 107.9 107.3 2031 23 0.44 0.3 0.3 41.0 5.0 1.5 47.5 47.2

2032 24 0.7 0.7 93.2 11.3 3.4 107.8 107.2 2032 24 0.42 0.3 0.3 39.1 4.7 1.4 45.3 45.0

2033 25 0.7 0.7 93.2 11.2 3.3 107.7 107.0 2033 25 0.41 0.3 0.3 38.2 4.6 1.4 44.2 43.9

2034 26 0.7 0.7 93.2 11.0 3.3 107.5 106.9 2034 26 0.39 0.3 0.3 36.3 4.3 1.3 41.9 41.7

2035 27 0.7 0.7 93.2 10.9 3.2 107.3 106.7 2035 27 0.38 0.3 0.3 35.4 4.1 1.2 40.8 40.5

2036 28 0 7 0 7 93 2 10 7 3 2 107 1 106 4 2036 28 0 36 0 2 0 2 33 6 3 9 1 2 38 6 38 3

大阪港 国際海上コンテナターミナル整備事業     費用対効果分析

割　　引　　後

施設供用期間 施設供用期間

【資料２－１】

年度

割　　引　　前

年度

2036 28 0.7 0.7 93.2 10.7 3.2 107.1 106.4 2036 28 0.36 0.2 0.2 33.6 3.9 1.2 38.6 38.3

2037 29 0.7 0.7 93.2 10.5 3.1 106.8 106.2 2037 29 0.35 0.2 0.2 32.6 3.7 1.1 37.4 37.2

2038 30 0.7 0.7 93.2 10.3 3.1 106.5 105.9 2038 30 0.33 0.2 0.2 30.8 3.4 1.0 35.2 35.0

2039 31 0.7 0.7 93.2 10.1 3.0 106.2 105.6 2039 31 0.32 0.2 0.2 29.8 3.2 1.0 34.0 33.8

2040 32 0.7 0.7 93.2 9.8 2.9 105.9 105.3 2040 32 0.31 0.2 0.2 28.9 3.0 0.9 32.8 32.6

2041 33 0.7 0.7 93.2 9.5 2.8 105.6 104.9 2041 33 0.30 0.2 0.2 28.0 2.9 0.9 31.7 31.5

2042 34 1.2 0.7 1.8 93.2 9.3 2.8 105.2 103.4 2042 34 0.29 0.3 0.2 0.5 27.0 2.7 0.8 30.5 30.0

2043 35 23.1 0.7 23.7 93.2 9.0 2.7 104.8 81.1 2043 35 0.27 6.2 0.2 6.4 25.2 2.4 0.7 28.3 21.9

2044 36 8.0 0.7 8.6 93.2 8.7 2.6 104.5 95.9 2044 36 0.26 2.1 0.2 2.3 24.2 2.3 0.7 27.2 24.9

2045 37 2.4 0.7 3.0 93.2 8.4 2.5 104.1 101.1 2045 37 0.25 0.6 0.2 0.8 23.3 2.1 0.6 26.0 25.3

2046 38 0.7 0.7 93.2 8.1 2.4 103.7 103.0 2046 38 0.24 0.2 0.2 22.4 1.9 0.6 24.9 24.7

2047 39 0.7 0.7 93.2 7.8 2.3 103.3 102.7 2047 39 0.23 0.2 0.2 21.4 1.8 0.5 23.8 23.6

2048 40 0.7 0.7 93.2 7.5 2.2 102.9 102.3 2048 40 0.23 0.2 0.2 21.4 1.7 0.5 23.7 23.5

2049 41 0.7 0.7 93.2 7.2 2.1 102.5 101.9 2049 41 0.22 0.1 0.1 20.5 1.6 0.5 22.6 22.4

2050 42 0.7 0.7 93.2 6.9 2.1 102.1 101.5 2050 42 0.21 0.1 0.1 19.6 1.4 0.4 21.4 21.3

2051 43 0.7 0.7 93.2 6.6 2.0 101.7 101.1 2051 43 0.20 0.1 0.1 18.6 1.3 0.4 20.4 20.2

2052 44 0.7 0.7 93.2 6.3 1.9 101.3 100.7 2052 44 0.19 0.1 0.1 17.7 1.2 0.4 19.3 19.1

2053 45 0.7 0.7 93.2 6.0 1.8 101.0 100.3 2053 45 0.19 0.1 0.1 17.7 1.1 0.3 19.2 19.1

2054 46 0.7 0.7 93.2 5.7 1.7 100.6 100.0 2054 46 0.18 0.1 0.1 16.8 1.0 0.3 18.1 18.0

2055 47 0.7 0.7 93.2 5.4 1.6 100.2 99.6 2055 47 0.17 0.1 0.1 15.8 0.9 0.3 17.0 16.9

2056 48 0.7 0.7 93.2 5.2 1.5 99.9 99.2 2056 48 0.16 0.1 0.1 14.9 0.8 0.2 16.0 15.9

2057 49 0.7 0.7 93.2 4.9 1.5 99.5 98.9 2057 49 0.16 0.1 0.1 14.9 0.8 0.2 15.9 15.8

2058 50 0.7 0.7 93.2 4.6 1.4 179.4 278.6 278.0 2058 50 0.15 0.1 0.1 14.0 0.7 0.2 26.9 41.8 41.7

807.3 31.5 838.8 3,699.4 393.8 126.3 179.4 4,399.0 3,560.2 685.8 14.0 699.8 1,346.4 167.9 57.3 26.9 1,598.5 898.7合　計 合　計



費用便益分析シート(割引前) 費用便益分析シート(割引後) EIRR= 9.8% NPV= 1,059 億円
B/C= 2.5

(億円) (億円)

初期投資・
更新投資

運営・維
持コスト

総費用
（C）

(通常時)
ﾛｰｶﾙ貨物

輸送コスト
削減額

(地震時)
輸送コスト
増大回避

(震災時)
施設被害の
回避便益

残存価値
総便益
（B）

純便益
（B-C）

社会的
割引率

初期投
資・

更新投資

運営・維
持コスト

総費用
（C）

(通常時)
ﾛｰｶﾙ貨物

輸送コスト
削減額

(地震時)
輸送コスト
増大回避

(震災時)
施設被害の
回避便益

残存価値
総便益
（B）

純便益
（B-C）

2005 17.4 17.4 -17.4 2005 1.22 21.3 21.3 -21.3

2006 27.6 27.6 -27.6 2006 1.17 32.3 32.3 -32.3

2007 78.4 78.4 -78.4 2007 1.12 87.8 87.8 -87.8

2008 107.6 107.6 -107.6 2008 1.08 116.2 116.2 -116.2

2009 1 30.3 30.3 -30.3 2009 1 1.04 31.5 31.5 -31.5

2010 2 9.7 9.7 -9.7 2010 2 1.00 9.7 9.7 -9.7

2011 3 13.8 0.7 14.5 16.2 3.7 2.0 21.9 7.4 2011 3 0.96 13.2 0.7 13.9 15.6 3.6 1.9 21.1 7.2

2012 4 26.1 0.7 26.8 16.5 4.1 2.1 22.7 -4.1 2012 4 0.92 24.0 0.6 24.7 15.2 3.8 2.0 20.9 -3.7

2013 5 26.6 0.7 27.3 16.7 4.5 2.3 23.5 -3.8 2013 5 0.89 23.7 0.6 24.3 14.9 4.0 2.0 20.9 -3.4

2014 6 33.1 0.7 33.8 17.0 4.9 2.4 24.3 -9.5 2014 6 0.85 28.2 0.6 28.8 14.5 4.2 2.1 20.7 -8.0

2015 7 31.0 0.7 31.7 17.2 5.3 2.6 25.1 -6.6 2015 7 0.82 25.4 0.6 26.0 14.1 4.3 2.1 20.5 -5.5

2016 8 54.7 0.7 55.4 17.5 5.7 2.7 25.9 -29.4 2016 8 0.79 43.2 0.6 43.7 13.8 4.5 2.2 20.5 -23.3

2017 9 68.7 0.7 69.4 17.8 6.1 2.9 26.7 -42.6 2017 9 0.76 52.2 0.5 52.7 13.5 4.6 2.2 20.3 -32.4

2018 10 68.7 0.7 69.4 18.1 6.5 3.0 27.6 -41.8 2018 10 0.73 50.2 0.5 50.6 13.2 4.7 2.2 20.1 -30.5

2019 11 68.7 0.7 69.4 18.4 6.9 3.1 28.4 -41.0 2019 11 0.70 48.1 0.5 48.6 12.9 4.8 2.2 19.9 -28.7

2020 12 75.7 0.7 76.4 18.7 7.3 3.2 29.2 -47.2 2020 12 0.68 51.5 0.4 51.9 12.7 4.9 2.2 19.8 -32.1

2021 13 0.7 0.7 102.5 11.2 3.3 117.0 116.4 2021 13 0.65 0.4 0.4 66.6 7.3 2.2 76.1 75.6

2022 14 0.7 0.7 102.5 11.5 3.4 117.4 116.8 2022 14 0.62 0.4 0.4 63.6 7.1 2.1 72.8 72.4

2023 15 0.7 0.7 102.5 11.8 3.5 117.8 117.1 2023 15 0.60 0.4 0.4 61.5 7.1 2.1 70.7 70.3

2024 16 0.7 0.7 102.5 12.0 3.6 118.1 117.4 2024 16 0.58 0.4 0.4 59.5 7.0 2.1 68.5 68.1

2025 17 1.2 0.7 1.8 102.5 12.2 3.6 118.3 116.5 2025 17 0.56 0.7 0.4 1.1 57.4 6.8 2.0 66.3 65.2

2026 18 23.1 0.7 23.7 102.5 12.3 3.7 118.5 94.8 2026 18 0.53 12.2 0.3 12.5 54.3 6.5 1.9 62.8 50.3

2027 19 8.0 0.7 8.6 102.5 12.4 3.7 118.6 110.0 2027 19 0.51 4.1 0.3 4.4 52.3 6.3 1.9 60.5 56.1

2028 20 2.4 0.7 3.0 102.5 12.5 3.7 118.7 115.7 2028 20 0.49 1.2 0.3 1.5 50.2 6.1 1.8 58.2 56.7

2029 21 0.7 0.7 102.5 12.5 3.7 118.8 118.1 2029 21 0.47 0.3 0.3 48.2 5.9 1.8 55.8 55.5

2030 22 0.7 0.7 102.5 12.5 3.7 118.8 118.1 2030 22 0.46 0.3 0.3 47.2 5.8 1.7 54.6 54.3

2031 23 0.7 0.7 102.5 12.5 3.7 118.7 118.0 2031 23 0.44 0.3 0.3 45.1 5.5 1.6 52.2 51.9

2032 24 0.7 0.7 102.5 12.4 3.7 118.6 118.0 2032 24 0.42 0.3 0.3 43.1 5.2 1.6 49.8 49.5

2033 25 0.7 0.7 102.5 12.3 3.7 118.5 117.8 2033 25 0.41 0.3 0.3 42.0 5.0 1.5 48.6 48.3

2034 26 0.7 0.7 102.5 12.1 3.6 118.3 117.6 2034 26 0.39 0.3 0.3 40.0 4.7 1.4 46.1 45.9

2035 27 0.7 0.7 102.5 12.0 3.6 118.1 117.4 2035 27 0.38 0.3 0.3 39.0 4.6 1.4 44.9 44.6

2036 28 0 7 0 7 102 5 11 8 3 5 117 8 117 2 2036 28 0 36 0 2 0 2 36 9 4 2 1 3 42 4 42 2

大阪港 国際海上コンテナターミナル整備事業     費用対効果分析(需要+10％)
【資料２－２】

年度

割　　引　　前

年度

割　　引　　後

施設供用期間 施設供用期間

2036 28 0.7 0.7 102.5 11.8 3.5 117.8 117.2 2036 28 0.36 0.2 0.2 36.9 4.2 1.3 42.4 42.2

2037 29 0.7 0.7 102.5 11.6 3.4 117.5 116.9 2037 29 0.35 0.2 0.2 35.9 4.1 1.2 41.1 40.9

2038 30 0.7 0.7 102.5 11.3 3.4 117.2 116.6 2038 30 0.33 0.2 0.2 33.8 3.7 1.1 38.7 38.5

2039 31 0.7 0.7 102.5 11.1 3.3 116.9 116.2 2039 31 0.32 0.2 0.2 32.8 3.5 1.1 37.4 37.2

2040 32 0.7 0.7 102.5 10.8 3.2 116.5 115.9 2040 32 0.31 0.2 0.2 31.8 3.3 1.0 36.1 35.9

2041 33 0.7 0.7 102.5 10.5 3.1 116.1 115.5 2041 33 0.30 0.2 0.2 30.8 3.2 0.9 34.8 34.6

2042 34 1.2 0.7 1.8 102.5 10.2 3.0 115.8 113.9 2042 34 0.29 0.3 0.2 0.5 29.7 3.0 0.9 33.6 33.1

2043 35 23.1 0.7 23.7 102.5 9.9 2.9 115.3 91.6 2043 35 0.27 6.2 0.2 6.4 27.7 2.7 0.8 31.1 24.8

2044 36 8.0 0.7 8.6 102.5 9.6 2.9 114.9 106.3 2044 36 0.26 2.1 0.2 2.3 26.7 2.5 0.7 29.9 27.6

2045 37 2.4 0.7 3.0 102.5 9.2 2.8 114.5 111.5 2045 37 0.25 0.6 0.2 0.8 25.6 2.3 0.7 28.6 27.9

2046 38 0.7 0.7 102.5 8.9 2.7 114.1 113.4 2046 38 0.24 0.2 0.2 24.6 2.1 0.6 27.4 27.2

2047 39 0.7 0.7 102.5 8.6 2.6 113.6 113.0 2047 39 0.23 0.2 0.2 23.6 2.0 0.6 26.1 26.0

2048 40 0.7 0.7 102.5 8.2 2.5 113.2 112.5 2048 40 0.23 0.2 0.2 23.6 1.9 0.6 26.0 25.9

2049 41 0.7 0.7 102.5 7.9 2.4 112.8 112.1 2049 41 0.22 0.1 0.1 22.6 1.7 0.5 24.8 24.7

2050 42 0.7 0.7 102.5 7.6 2.3 112.3 111.7 2050 42 0.21 0.1 0.1 21.5 1.6 0.5 23.6 23.5

2051 43 0.7 0.7 102.5 7.2 2.2 111.9 111.3 2051 43 0.20 0.1 0.1 20.5 1.5 0.4 22.4 22.3

2052 44 0.7 0.7 102.5 6.9 2.1 111.5 110.8 2052 44 0.19 0.1 0.1 19.5 1.3 0.4 21.2 21.1

2053 45 0.7 0.7 102.5 6.6 2.0 111.1 110.4 2053 45 0.19 0.1 0.1 19.5 1.3 0.4 21.1 21.0

2054 46 0.7 0.7 102.5 6.3 1.9 110.7 110.0 2054 46 0.18 0.1 0.1 18.5 1.1 0.3 19.9 19.8

2055 47 0.7 0.7 102.5 6.0 1.8 110.3 109.6 2055 47 0.17 0.1 0.1 17.4 1.0 0.3 18.7 18.6

2056 48 0.7 0.7 102.5 5.7 1.7 109.9 109.2 2056 48 0.16 0.1 0.1 16.4 0.9 0.3 17.6 17.5

2057 49 0.7 0.7 102.5 5.4 1.6 109.5 108.9 2057 49 0.16 0.1 0.1 16.4 0.9 0.3 17.5 17.4

2058 50 0.7 0.7 102.5 5.1 1.5 197.4 306.5 305.8 2058 50 0.15 0.1 0.1 15.4 0.8 0.2 29.6 46.0 45.9

807.3 31.5 838.8 4,069.4 0.0 433.3 139.0 197.4 4,839.0 4,000.3 685.8 14.0 699.8 1,481.2 184.9 63.0 29.6 1,758.7 1,058.9合　計 合　計



費用便益分析シート(割引前) 費用便益分析シート(割引後) EIRR= 8.4% NPV= 739 億円
B/C= 2.1

(億円) (億円)

初期投資・
更新投資

運営・維
持コスト

総費用
（C）

(通常時)
ﾛｰｶﾙ貨物

輸送コスト
削減額

(地震時)
輸送コスト
増大回避

(震災時)
施設被害の
回避便益

残存価値
総便益
（B）

純便益
（B-C）

社会的
割引率

初期投
資・

更新投資

運営・維
持コスト

総費用
（C）

(通常時)
ﾛｰｶﾙ貨物

輸送コスト
削減額

(地震時)
輸送コスト
増大回避

(震災時)
施設被害の
回避便益

残存価値
総便益
（B）

純便益
（B-C）

2005 17.4 17.4 -17.4 2005 1.22 21.3 21.3 -21.3

2006 27.6 27.6 -27.6 2006 1.17 32.3 32.3 -32.3

2007 78.4 78.4 -78.4 2007 1.12 87.8 87.8 -87.8

2008 107.6 107.6 -107.6 2008 1.08 116.2 116.2 -116.2

2009 1 30.3 30.3 -30.3 2009 1 1.04 31.5 31.5 -31.5

2010 2 9.7 9.7 -9.7 2010 2 1.00 9.7 9.7 -9.7

2011 3 13.8 0.7 14.5 13.3 3.1 1.6 18.0 3.5 2011 3 0.96 13.2 0.7 13.9 12.8 3.0 1.5 17.3 3.4

2012 4 26.1 0.7 26.8 13.5 3.4 1.7 18.6 -8.2 2012 4 0.92 24.0 0.6 24.7 12.4 3.1 1.6 17.1 -7.5

2013 5 26.6 0.7 27.3 13.7 3.7 1.9 19.3 -8.0 2013 5 0.89 23.7 0.6 24.3 12.2 3.3 1.7 17.2 -7.1

2014 6 33.1 0.7 33.8 13.9 4.0 2.0 19.9 -13.9 2014 6 0.85 28.2 0.6 28.8 11.8 3.4 1.7 16.9 -11.9

2015 7 31.0 0.7 31.7 14.1 4.3 2.1 20.5 -11.2 2015 7 0.82 25.4 0.6 26.0 11.6 3.5 1.7 16.8 -9.2

2016 8 54.7 0.7 55.4 14.3 4.7 2.2 21.2 -34.1 2016 8 0.79 43.2 0.6 43.7 11.3 3.7 1.8 16.8 -27.0

2017 9 68.7 0.7 69.4 14.6 5.0 2.4 21.9 -47.5 2017 9 0.76 52.2 0.5 52.7 11.1 3.8 1.8 16.6 -36.1

2018 10 68.7 0.7 69.4 14.8 5.3 2.5 22.5 -46.8 2018 10 0.73 50.2 0.5 50.6 10.8 3.9 1.8 16.5 -34.2

2019 11 68.7 0.7 69.4 15.0 5.6 2.6 23.2 -46.2 2019 11 0.70 48.1 0.5 48.6 10.5 3.9 1.8 16.3 -32.3

2020 12 75.7 0.7 76.4 15.3 5.9 2.6 23.9 -52.5 2020 12 0.68 51.5 0.4 51.9 10.4 4.0 1.8 16.2 -35.7

2021 13 0.7 0.7 83.9 9.2 2.7 95.8 95.1 2021 13 0.65 0.4 0.4 54.5 6.0 1.8 62.2 61.8

2022 14 0.7 0.7 83.9 9.4 2.8 96.1 95.4 2022 14 0.62 0.4 0.4 52.0 5.8 1.7 59.6 59.2

2023 15 0.7 0.7 83.9 9.6 2.9 96.4 95.7 2023 15 0.60 0.4 0.4 50.3 5.8 1.7 57.8 57.4

2024 16 0.7 0.7 83.9 9.8 2.9 96.6 95.9 2024 16 0.58 0.4 0.4 48.6 5.7 1.7 56.0 55.6

2025 17 1.2 0.7 1.8 83.9 10.0 3.0 96.8 94.9 2025 17 0.56 0.7 0.4 1.1 47.0 5.6 1.7 54.2 53.1

2026 18 23.1 0.7 23.7 83.9 10.1 3.0 97.0 73.3 2026 18 0.53 12.2 0.3 12.5 44.5 5.3 1.6 51.4 38.8

2027 19 8.0 0.7 8.6 83.9 10.2 3.0 97.1 88.5 2027 19 0.51 4.1 0.3 4.4 42.8 5.2 1.5 49.5 45.1

2028 20 2.4 0.7 3.0 83.9 10.2 3.0 97.1 94.1 2028 20 0.49 1.2 0.3 1.5 41.1 5.0 1.5 47.6 46.1

2029 21 0.7 0.7 83.9 10.3 3.1 97.2 96.5 2029 21 0.47 0.3 0.3 39.4 4.8 1.4 45.7 45.4

2030 22 0.7 0.7 83.9 10.2 3.1 97.2 96.5 2030 22 0.46 0.3 0.3 38.6 4.7 1.4 44.7 44.4

2031 23 0.7 0.7 83.9 10.2 3.0 97.1 96.5 2031 23 0.44 0.3 0.3 36.9 4.5 1.3 42.7 42.4

2032 24 0.7 0.7 83.9 10.1 3.0 97.0 96.4 2032 24 0.42 0.3 0.3 35.2 4.3 1.3 40.8 40.5

2033 25 0.7 0.7 83.9 10.1 3.0 96.9 96.3 2033 25 0.41 0.3 0.3 34.4 4.1 1.2 39.7 39.5

2034 26 0.7 0.7 83.9 9.9 3.0 96.8 96.1 2034 26 0.39 0.3 0.3 32.7 3.9 1.2 37.7 37.5

2035 27 0.7 0.7 83.9 9.8 2.9 96.6 95.9 2035 27 0.38 0.3 0.3 31.9 3.7 1.1 36.7 36.5

2036 28 0 7 0 7 83 9 9 6 2 9 96 4 95 7 2036 28 0 36 0 2 0 2 30 2 3 5 1 0 34 7 34 5

大阪港　国際海上コンテナターミナル整備事業     費用対効果分析 (需要-10％)
【資料２－３】

年度

割　　引　　前

年度

割　　引　　後

施設供用期間 施設供用期間

2036 28 0.7 0.7 83.9 9.6 2.9 96.4 95.7 2036 28 0.36 0.2 0.2 30.2 3.5 1.0 34.7 34.5

2037 29 0.7 0.7 83.9 9.5 2.8 96.2 95.5 2037 29 0.35 0.2 0.2 29.4 3.3 1.0 33.7 33.4

2038 30 0.7 0.7 83.9 9.3 2.8 95.9 95.2 2038 30 0.33 0.2 0.2 27.7 3.1 0.9 31.7 31.4

2039 31 0.7 0.7 83.9 9.1 2.7 95.6 95.0 2039 31 0.32 0.2 0.2 26.8 2.9 0.9 30.6 30.4

2040 32 0.7 0.7 83.9 8.8 2.6 95.3 94.7 2040 32 0.31 0.2 0.2 26.0 2.7 0.8 29.6 29.4

2041 33 0.7 0.7 83.9 8.6 2.6 95.0 94.4 2041 33 0.30 0.2 0.2 25.2 2.6 0.8 28.5 28.3

2042 34 1.2 0.7 1.8 83.9 8.3 2.5 94.7 92.9 2042 34 0.29 0.3 0.2 0.5 24.3 2.4 0.7 27.5 27.0

2043 35 23.1 0.7 23.7 83.9 8.1 2.4 94.4 70.7 2043 35 0.27 6.2 0.2 6.4 22.6 2.2 0.7 25.5 19.1

2044 36 8.0 0.7 8.6 83.9 7.8 2.3 94.0 85.4 2044 36 0.26 2.1 0.2 2.3 21.8 2.0 0.6 24.5 22.2

2045 37 2.4 0.7 3.0 83.9 7.6 2.3 93.7 90.6 2045 37 0.25 0.6 0.2 0.8 21.0 1.9 0.6 23.4 22.7

2046 38 0.7 0.7 83.9 7.3 2.2 93.3 92.7 2046 38 0.24 0.2 0.2 20.1 1.8 0.5 22.4 22.2

2047 39 0.7 0.7 83.9 7.0 2.1 93.0 92.3 2047 39 0.23 0.2 0.2 19.3 1.6 0.5 21.4 21.2

2048 40 0.7 0.7 83.9 6.7 2.0 92.6 92.0 2048 40 0.23 0.2 0.2 19.3 1.6 0.5 21.3 21.2

2049 41 0.7 0.7 83.9 6.5 1.9 92.3 91.6 2049 41 0.22 0.1 0.1 18.5 1.4 0.4 20.3 20.2

2050 42 0.7 0.7 83.9 6.2 1.9 91.9 91.3 2050 42 0.21 0.1 0.1 17.6 1.3 0.4 19.3 19.2

2051 43 0.7 0.7 83.9 5.9 1.8 91.6 90.9 2051 43 0.20 0.1 0.1 16.8 1.2 0.4 18.3 18.2

2052 44 0.7 0.7 83.9 5.7 1.7 91.2 90.6 2052 44 0.19 0.1 0.1 15.9 1.1 0.3 17.3 17.2

2053 45 0.7 0.7 83.9 5.4 1.6 90.9 90.2 2053 45 0.19 0.1 0.1 15.9 1.0 0.3 17.3 17.1

2054 46 0.7 0.7 83.9 5.1 1.5 90.5 89.9 2054 46 0.18 0.1 0.1 15.1 0.9 0.3 16.3 16.2

2055 47 0.7 0.7 83.9 4.9 1.5 90.2 89.6 2055 47 0.17 0.1 0.1 14.3 0.8 0.3 15.3 15.2

2056 48 0.7 0.7 83.9 4.6 1.4 89.9 89.2 2056 48 0.16 0.1 0.1 13.4 0.7 0.2 14.4 14.3

2057 49 0.7 0.7 83.9 4.4 1.3 89.6 88.9 2057 49 0.16 0.1 0.1 13.4 0.7 0.2 14.3 14.2

2058 50 0.7 0.7 83.9 4.2 1.2 161.5 250.8 250.1 2058 50 0.15 0.1 0.1 12.6 0.6 0.2 24.2 37.6 37.5

807.3 31.5 838.8 3,329.5 0.0 354.6 113.7 161.5 3,959.3 3,120.5 685.8 14.0 699.8 1,211.9 151.3 51.6 24.2 1,439.0 739.1合　計 合　計



費用便益分析シート(割引前) 費用便益分析シート(割引後) EIRR= 8.8% NPV= 859 億円
B/C= 2.2

(億円) (億円)

初期投資・
更新投資

運営・維
持コスト

総費用
（C）

(通常時)
ﾛｰｶﾙ貨物

輸送コスト
削減額

(地震時)
輸送コスト
増大回避

(震災時)
施設被害の
回避便益

残存価値
総便益
（B）

純便益
（B-C）

社会的
割引率

初期投
資・

更新投資

運営・維
持コスト

総費用
（C）

(通常時)
ﾛｰｶﾙ貨物

輸送コスト
削減額

(地震時)
輸送コスト
増大回避

(震災時)
施設被害の
回避便益

残存価値
総便益
（B）

純便益
（B-C）

2005 17.4 17.4 -17.4 2005 1.22 21.3 21.3 -21.3

2006 27.6 27.6 -27.6 2006 1.17 32.3 32.3 -32.3

2007 78.4 78.4 -78.4 2007 1.12 87.8 87.8 -87.8

2008 107.6 107.6 -107.6 2008 1.08 116.2 116.2 -116.2

2009 1 30.3 30.3 -30.3 2009 1 1.04 31.5 31.5 -31.5

2010 2 9.7 9.7 -9.7 2010 2 1.00 9.7 9.7 -9.7

2011 3 15.2 0.7 15.9 14.7 3.4 1.8 19.9 4.1 2011 3 0.96 14.5 0.7 15.2 14.1 3.3 1.7 19.1 3.9

2012 4 28.7 0.7 29.4 15.0 3.7 1.9 20.6 -8.8 2012 4 0.92 26.4 0.6 27.0 13.8 3.4 1.8 19.0 -8.1

2013 5 29.2 0.7 29.9 15.2 4.1 2.1 21.4 -8.6 2013 5 0.89 26.0 0.6 26.6 13.5 3.6 1.9 19.0 -7.6

2014 6 36.5 0.7 37.2 15.4 4.4 2.2 22.0 -15.1 2014 6 0.85 31.0 0.6 31.6 13.1 3.7 1.9 18.7 -12.9

2015 7 34.1 0.7 34.8 15.7 4.8 2.4 22.9 -12.0 2015 7 0.82 28.0 0.6 28.6 12.9 3.9 1.9 18.7 -9.9

2016 8 60.1 0.7 60.8 15.9 5.2 2.5 23.6 -37.3 2016 8 0.79 47.5 0.6 48.1 12.6 4.1 2.0 18.6 -29.4

2017 9 75.6 0.7 76.3 16.2 5.5 2.6 24.3 -52.0 2017 9 0.76 57.5 0.6 58.0 12.3 4.2 2.0 18.5 -39.5

2018 10 75.6 0.7 76.3 16.4 5.9 2.7 25.1 -51.3 2018 10 0.73 55.2 0.5 55.7 12.0 4.3 2.0 18.3 -37.4

2019 11 75.6 0.7 76.3 16.7 6.3 2.8 25.8 -50.5 2019 11 0.70 52.9 0.5 53.4 11.7 4.4 2.0 18.1 -35.4

2020 12 83.3 0.7 84.0 17.0 6.6 2.9 26.5 -57.5 2020 12 0.68 56.6 0.5 57.1 11.6 4.5 2.0 18.0 -39.1

2021 13 0.7 0.7 93.2 10.2 3.0 106.4 105.7 2021 13 0.65 0.5 0.5 60.6 6.6 2.0 69.2 68.7

2022 14 0.7 0.7 93.2 10.5 3.1 106.8 106.0 2022 14 0.62 0.5 0.5 57.8 6.5 1.9 66.2 65.7

2023 15 0.7 0.7 93.2 10.7 3.2 107.1 106.3 2023 15 0.60 0.4 0.4 55.9 6.4 1.9 64.2 63.8

2024 16 0.7 0.7 93.2 10.9 3.2 107.3 106.6 2024 16 0.58 0.4 0.4 54.1 6.3 1.9 62.3 61.8

2025 17 1.3 0.7 2.0 93.2 11.1 3.3 107.5 105.5 2025 17 0.56 0.7 0.4 1.1 52.2 6.2 1.8 60.2 59.1

2026 18 25.4 0.7 26.1 93.2 11.2 3.3 107.7 81.7 2026 18 0.53 13.4 0.4 13.8 49.4 5.9 1.8 57.1 43.3

2027 19 8.8 0.7 9.5 93.2 11.3 3.4 107.9 98.4 2027 19 0.51 4.5 0.4 4.9 47.5 5.8 1.7 55.0 50.1

2028 20 2.6 0.7 3.3 93.2 11.4 3.4 107.9 104.6 2028 20 0.49 1.3 0.4 1.7 45.7 5.6 1.7 52.9 51.2

2029 21 0.7 0.7 93.2 11.4 3.4 108.0 107.3 2029 21 0.47 0.3 0.3 43.8 5.4 1.6 50.7 50.4

2030 22 0.7 0.7 93.2 11.4 3.4 108.0 107.2 2030 22 0.46 0.3 0.3 42.9 5.2 1.6 49.7 49.3

2031 23 0.7 0.7 93.2 11.3 3.4 107.9 107.2 2031 23 0.44 0.3 0.3 41.0 5.0 1.5 47.5 47.2

2032 24 0.7 0.7 93.2 11.3 3.4 107.8 107.1 2032 24 0.42 0.3 0.3 39.1 4.7 1.4 45.3 45.0

2033 25 0.7 0.7 93.2 11.2 3.3 107.7 107.0 2033 25 0.41 0.3 0.3 38.2 4.6 1.4 44.2 43.9

2034 26 0.7 0.7 93.2 11.0 3.3 107.5 106.8 2034 26 0.39 0.3 0.3 36.3 4.3 1.3 41.9 41.7

2035 27 0.7 0.7 93.2 10.9 3.2 107.3 106.6 2035 27 0.38 0.3 0.3 35.4 4.1 1.2 40.8 40.5

2036 28 0 7 0 7 93 2 10 7 3 2 107 1 106 4 2036 28 0 36 0 3 0 3 33 6 3 9 1 2 38 6 38 3

大阪港　国際海上コンテナターミナル整備事業     費用対効果分析 (建設費+10%)
【資料２－４】

年度

割　　引　　前

年度

割　　引　　後

施設供用期間 施設供用期間

2036 28 0.7 0.7 93.2 10.7 3.2 107.1 106.4 2036 28 0.36 0.3 0.3 33.6 3.9 1.2 38.6 38.3

2037 29 0.7 0.7 93.2 10.5 3.1 106.8 106.1 2037 29 0.35 0.3 0.3 32.6 3.7 1.1 37.4 37.2

2038 30 0.7 0.7 93.2 10.3 3.1 106.5 105.8 2038 30 0.33 0.2 0.2 30.8 3.4 1.0 35.2 34.9

2039 31 0.7 0.7 93.2 10.1 3.0 106.2 105.5 2039 31 0.32 0.2 0.2 29.8 3.2 1.0 34.0 33.8

2040 32 0.7 0.7 93.2 9.8 2.9 105.9 105.2 2040 32 0.31 0.2 0.2 28.9 3.0 0.9 32.8 32.6

2041 33 0.7 0.7 93.2 9.5 2.8 105.6 104.9 2041 33 0.30 0.2 0.2 28.0 2.9 0.9 31.7 31.5

2042 34 1.3 0.7 2.0 93.2 9.3 2.8 105.2 103.2 2042 34 0.29 0.4 0.2 0.6 27.0 2.7 0.8 30.5 29.9

2043 35 25.4 0.7 26.1 93.2 9.0 2.7 104.8 78.8 2043 35 0.27 6.8 0.2 7.0 25.2 2.4 0.7 28.3 21.3

2044 36 8.8 0.7 9.5 93.2 8.7 2.6 104.5 95.0 2044 36 0.26 2.3 0.2 2.5 24.2 2.3 0.7 27.2 24.7

2045 37 2.6 0.7 3.3 93.2 8.4 2.5 104.1 100.7 2045 37 0.25 0.7 0.2 0.9 23.3 2.1 0.6 26.0 25.2

2046 38 0.7 0.7 93.2 8.1 2.4 103.7 103.0 2046 38 0.24 0.2 0.2 22.4 1.9 0.6 24.9 24.7

2047 39 0.7 0.7 93.2 7.8 2.3 103.3 102.6 2047 39 0.23 0.2 0.2 21.4 1.8 0.5 23.8 23.6

2048 40 0.7 0.7 93.2 7.5 2.2 102.9 102.2 2048 40 0.23 0.2 0.2 21.4 1.7 0.5 23.7 23.5

2049 41 0.7 0.7 93.2 7.2 2.1 102.5 101.8 2049 41 0.22 0.2 0.2 20.5 1.6 0.5 22.6 22.4

2050 42 0.7 0.7 93.2 6.9 2.1 102.1 101.4 2050 42 0.21 0.2 0.2 19.6 1.4 0.4 21.4 21.3

2051 43 0.7 0.7 93.2 6.6 2.0 101.7 101.0 2051 43 0.20 0.1 0.1 18.6 1.3 0.4 20.4 20.2

2052 44 0.7 0.7 93.2 6.3 1.9 101.3 100.6 2052 44 0.19 0.1 0.1 17.7 1.2 0.4 19.3 19.1

2053 45 0.7 0.7 93.2 6.0 1.8 101.0 100.2 2053 45 0.19 0.1 0.1 17.7 1.1 0.3 19.2 19.1

2054 46 0.7 0.7 93.2 5.7 1.7 100.6 99.9 2054 46 0.18 0.1 0.1 16.8 1.0 0.3 18.1 18.0

2055 47 0.7 0.7 93.2 5.4 1.6 100.2 99.5 2055 47 0.17 0.1 0.1 15.8 0.9 0.3 17.0 16.9

2056 48 0.7 0.7 93.2 5.2 1.5 99.9 99.2 2056 48 0.16 0.1 0.1 14.9 0.8 0.2 16.0 15.9

2057 49 0.7 0.7 93.2 4.9 1.5 99.5 98.8 2057 49 0.16 0.1 0.1 14.9 0.8 0.2 15.9 15.8

2058 50 0.7 0.7 93.2 4.6 1.4 179.4 278.6 277.9 2058 50 0.15 0.1 0.1 14.0 0.7 0.2 26.9 41.8 41.7

860.9 34.4 895.4 3,699.4 0.0 393.8 126.3 179.4 4,399.0 3,503.6 724.5 15.2 739.6 1,346.4 167.9 57.3 26.9 1,598.5 858.9合　計 合　計



費用便益分析シート(割引前) 費用便益分析シート(割引後) EIRR= 8.8% NPV= 870 億円
B/C= 2.3

(億円) (億円)

初期投資・
更新投資

運営・維
持コスト

総費用
（C）

(通常時)
ﾛｰｶﾙ貨物

輸送コスト
削減額

(地震時)
輸送コスト
増大回避

(震災時)
施設被害の
回避便益

残存価値
総便益
（B）

純便益
（B-C）

社会的
割引率

初期投
資・

更新投資

運営・維
持コスト

総費用
（C）

(通常時)
ﾛｰｶﾙ貨物

輸送コスト
削減額

(地震時)
輸送コスト
増大回避

(震災時)
施設被害の
回避便益

残存価値
総便益
（B）

純便益
（B-C）

2005 17.4 17.4 -17.4 2005 1.22 21.3 21.3 -21.3

2006 27.6 27.6 -27.6 2006 1.17 32.3 32.3 -32.3

2007 78.4 78.4 -78.4 2007 1.12 87.8 87.8 -87.8

2008 107.6 107.6 -107.6 2008 1.08 116.2 116.2 -116.2

2009 1 30.3 30.3 -30.3 2009 1 1.04 31.5 31.5 -31.5

2010 2 9.7 9.7 -9.7 2010 2 1.00 9.7 9.7 -9.7

2011 3 12.4 0.6 13.0 7.3 3.4 1.8 12.5 -0.5 2011 3 0.96 11.9 0.6 12.5 7.0 3.3 1.7 12.0 -0.5

2012 4 23.5 0.6 24.1 7.3 3.7 1.9 12.9 -11.2 2012 4 0.92 21.6 0.6 22.2 6.7 3.4 1.8 11.9 -10.3

2013 5 23.9 0.6 24.5 7.3 4.1 2.1 13.5 -11.0 2013 5 0.89 21.3 0.5 21.8 6.5 3.6 1.9 12.0 -9.9

2014 6 29.8 0.6 30.4 7.3 4.4 2.2 13.9 -16.5 2014 6 0.85 25.4 0.5 25.9 6.2 3.7 1.9 11.8 -14.1

2015 7 27.9 0.6 28.5 7.3 4.8 2.4 14.5 -14.1 2015 7 0.82 22.9 0.5 23.4 6.0 3.9 1.9 11.8 -11.6

2016 8 49.2 0.6 49.8 7.3 5.2 2.5 15.0 -34.8 2016 8 0.79 38.9 0.5 39.3 5.8 4.1 2.0 11.8 -27.5

2017 9 61.9 0.6 62.5 7.3 5.5 2.6 15.4 -47.1 2017 9 0.76 47.0 0.5 47.5 5.5 4.2 2.0 11.7 -35.8

2018 10 61.9 0.6 62.5 7.3 5.9 2.7 15.9 -46.6 2018 10 0.73 45.2 0.4 45.6 5.3 4.3 2.0 11.6 -34.0

2019 11 61.9 0.6 62.5 7.3 6.3 2.8 16.3 -46.1 2019 11 0.70 43.3 0.4 43.7 5.1 4.4 2.0 11.4 -32.3

2020 12 68.1 0.6 68.7 7.3 6.6 2.9 16.8 -51.9 2020 12 0.68 46.3 0.4 46.7 4.9 4.5 2.0 11.4 -35.3

2021 13 0.6 0.6 93.2 10.2 3.0 106.4 105.8 2021 13 0.65 0.4 0.4 60.6 6.6 2.0 69.2 68.8

2022 14 0.6 0.6 93.2 10.5 3.1 106.8 106.2 2022 14 0.62 0.4 0.4 57.8 6.5 1.9 66.2 65.8

2023 15 0.6 0.6 93.2 10.7 3.2 107.1 106.5 2023 15 0.60 0.4 0.4 55.9 6.4 1.9 64.2 63.9

2024 16 0.6 0.6 93.2 10.9 3.2 107.3 106.7 2024 16 0.58 0.3 0.3 54.1 6.3 1.9 62.3 61.9

2025 17 1.1 0.6 1.7 93.2 11.1 3.3 107.5 105.9 2025 17 0.56 0.6 0.3 0.9 52.2 6.2 1.8 60.2 59.3

2026 18 20.7 0.6 21.3 93.2 11.2 3.3 107.7 86.4 2026 18 0.53 11.0 0.3 11.3 49.4 5.9 1.8 57.1 45.8

2027 19 7.2 0.6 7.8 93.2 11.3 3.4 107.9 100.1 2027 19 0.51 3.7 0.3 4.0 47.5 5.8 1.7 55.0 51.0

2028 20 2.1 0.6 2.7 93.2 11.4 3.4 107.9 105.2 2028 20 0.49 1.0 0.3 1.3 45.7 5.6 1.7 52.9 51.6

2029 21 0.6 0.6 93.2 11.4 3.4 108.0 107.4 2029 21 0.47 0.3 0.3 43.8 5.4 1.6 50.7 50.5

2030 22 0.6 0.6 93.2 11.4 3.4 108.0 107.4 2030 22 0.46 0.3 0.3 42.9 5.2 1.6 49.7 49.4

2031 23 0.6 0.6 93.2 11.3 3.4 107.9 107.3 2031 23 0.44 0.3 0.3 41.0 5.0 1.5 47.5 47.2

2032 24 0.6 0.6 93.2 11.3 3.4 107.8 107.2 2032 24 0.42 0.3 0.3 39.1 4.7 1.4 45.3 45.0

2033 25 0.6 0.6 93.2 11.2 3.3 107.7 107.1 2033 25 0.41 0.2 0.2 38.2 4.6 1.4 44.2 43.9

2034 26 0.6 0.6 93.2 11.0 3.3 107.5 106.9 2034 26 0.39 0.2 0.2 36.3 4.3 1.3 41.9 41.7

2035 27 0.6 0.6 93.2 10.9 3.2 107.3 106.7 2035 27 0.38 0.2 0.2 35.4 4.1 1.2 40.8 40.6

2036 28 0 6 0 6 93 2 10 7 3 2 107 1 106 5 2036 28 0 36 0 2 0 2 33 6 3 9 1 2 38 6 38 4

大阪港　国際海上コンテナターミナル整備事業     費用対効果分析 (建設費-10%)
【資料２－５】

年度

割　　引　　前

年度

割　　引　　後

施設供用期間 施設供用期間

2036 28 0.6 0.6 93.2 10.7 3.2 107.1 106.5 2036 28 0.36 0.2 0.2 33.6 3.9 1.2 38.6 38.4

2037 29 0.6 0.6 93.2 10.5 3.1 106.8 106.2 2037 29 0.35 0.2 0.2 32.6 3.7 1.1 37.4 37.2

2038 30 0.6 0.6 93.2 10.3 3.1 106.5 106.0 2038 30 0.33 0.2 0.2 30.8 3.4 1.0 35.2 35.0

2039 31 0.6 0.6 93.2 10.1 3.0 106.2 105.7 2039 31 0.32 0.2 0.2 29.8 3.2 1.0 34.0 33.8

2040 32 0.6 0.6 93.2 9.8 2.9 105.9 105.3 2040 32 0.31 0.2 0.2 28.9 3.0 0.9 32.8 32.7

2041 33 0.6 0.6 93.2 9.5 2.8 105.6 105.0 2041 33 0.30 0.2 0.2 28.0 2.9 0.9 31.7 31.5

2042 34 1.1 0.6 1.7 93.2 9.3 2.8 105.2 103.6 2042 34 0.29 0.3 0.2 0.5 27.0 2.7 0.8 30.5 30.1

2043 35 20.7 0.6 21.3 93.2 9.0 2.7 104.8 83.5 2043 35 0.27 5.6 0.2 5.8 25.2 2.4 0.7 28.3 22.5

2044 36 7.2 0.6 7.8 93.2 8.7 2.6 104.5 96.7 2044 36 0.26 1.9 0.2 2.1 24.2 2.3 0.7 27.2 25.1

2045 37 2.1 0.6 2.7 93.2 8.4 2.5 104.1 101.4 2045 37 0.25 0.5 0.2 0.7 23.3 2.1 0.6 26.0 25.4

2046 38 0.6 0.6 93.2 8.1 2.4 103.7 103.1 2046 38 0.24 0.1 0.1 22.4 1.9 0.6 24.9 24.8

2047 39 0.6 0.6 93.2 7.8 2.3 103.3 102.7 2047 39 0.23 0.1 0.1 21.4 1.8 0.5 23.8 23.6

2048 40 0.6 0.6 93.2 7.5 2.2 102.9 102.3 2048 40 0.23 0.1 0.1 21.4 1.7 0.5 23.7 23.5

2049 41 0.6 0.6 93.2 7.2 2.1 102.5 101.9 2049 41 0.22 0.1 0.1 20.5 1.6 0.5 22.6 22.4

2050 42 0.6 0.6 93.2 6.9 2.1 102.1 101.5 2050 42 0.21 0.1 0.1 19.6 1.4 0.4 21.4 21.3

2051 43 0.6 0.6 93.2 6.6 2.0 101.7 101.1 2051 43 0.20 0.1 0.1 18.6 1.3 0.4 20.4 20.2

2052 44 0.6 0.6 93.2 6.3 1.9 101.3 100.8 2052 44 0.19 0.1 0.1 17.7 1.2 0.4 19.3 19.2

2053 45 0.6 0.6 93.2 6.0 1.8 101.0 100.4 2053 45 0.19 0.1 0.1 17.7 1.1 0.3 19.2 19.1

2054 46 0.6 0.6 93.2 5.7 1.7 100.6 100.0 2054 46 0.18 0.1 0.1 16.8 1.0 0.3 18.1 18.0

2055 47 0.6 0.6 93.2 5.4 1.6 100.2 99.7 2055 47 0.17 0.1 0.1 15.8 0.9 0.3 17.0 16.9

2056 48 0.6 0.6 93.2 5.2 1.5 99.9 99.3 2056 48 0.16 0.1 0.1 14.9 0.8 0.2 16.0 15.9

2057 49 0.6 0.6 93.2 4.9 1.5 99.5 99.0 2057 49 0.16 0.1 0.1 14.9 0.8 0.2 15.9 15.8

2058 50 0.6 0.6 93.2 4.6 1.4 179.4 278.6 278.0 2058 50 0.15 0.1 0.1 14.0 0.7 0.2 26.9 41.8 41.7

753.6 28.4 782.0 3,614.1 0.0 393.8 126.3 179.4 4,313.6 3,531.6 647.0 12.5 659.6 1,278.0 167.9 57.3 26.9 1,530.0 870.5合　計 合　計



費用便益分析シート(割引前) 費用便益分析シート(割引後) EIRR= 8.8% NPV= 852 億円
B/C= 2.2

(億円) (億円)

初期投資・
更新投資

運営・維
持コスト

総費用
（C）

(通常時)
ﾛｰｶﾙ貨物

輸送コスト
削減額

(地震時)
輸送コスト
増大回避

(震災時)
施設被害の
回避便益

残存価値
総便益
（B）

純便益
（B-C）

社会的
割引率

初期投
資・

更新投資

運営・維
持コスト

総費用
（C）

(通常時)
ﾛｰｶﾙ貨物

輸送コスト
削減額

(地震時)
輸送コスト
増大回避

(震災時)
施設被害の
回避便益

残存価値
総便益
（B）

純便益
（B-C）

2005 17.4 17.4 -17.4 2005 1.22 21.3 21.3 -21.3

2006 27.6 27.6 -27.6 2006 1.17 32.3 32.3 -32.3

2007 78.4 78.4 -78.4 2007 1.12 87.8 87.8 -87.8

2008 107.6 107.6 -107.6 2008 1.08 116.2 116.2 -116.2

2009 1 30.3 30.3 -30.3 2009 1 1.04 31.5 31.5 -31.5

2010 2 9.7 9.7 -9.7 2010 2 1.00 9.7 9.7 -9.7

2011 3 12.5 0.7 13.2 14.7 3.4 1.8 19.9 6.7 2011 3 0.96 12.0 0.7 12.7 14.1 3.3 1.7 19.1 6.4

2012 4 23.7 0.7 24.4 15.0 3.7 1.9 20.6 -3.8 2012 4 0.92 21.8 0.6 22.5 13.8 3.4 1.8 19.0 -3.5

2013 5 24.2 0.7 24.9 15.2 4.1 2.1 21.4 -3.5 2013 5 0.89 21.5 0.6 22.1 13.5 3.6 1.9 19.0 -3.1

2014 6 30.1 0.7 30.8 15.4 4.4 2.2 22.0 -8.8 2014 6 0.85 25.6 0.6 26.2 13.1 3.7 1.9 18.7 -7.5

2015 7 28.2 0.7 28.9 15.7 4.8 2.4 22.9 -6.1 2015 7 0.82 23.1 0.6 23.7 12.9 3.9 1.9 18.7 -5.0

2016 8 49.7 0.7 50.4 15.9 5.2 2.5 23.6 -26.8 2016 8 0.79 39.3 0.6 39.8 12.6 4.1 2.0 18.6 -21.2

2017 9 62.5 0.7 63.1 16.2 5.5 2.6 24.3 -38.8 2017 9 0.76 47.5 0.5 48.0 12.3 4.2 2.0 18.5 -29.5

2018 10 62.5 0.7 63.1 16.4 5.9 2.7 25.1 -38.1 2018 10 0.73 45.6 0.5 46.1 12.0 4.3 2.0 18.3 -27.8

2019 11 62.5 0.7 63.1 16.7 6.3 2.8 25.8 -37.3 2019 11 0.70 43.7 0.5 44.2 11.7 4.4 2.0 18.1 -26.1

2020 12 68.8 0.7 69.5 17.0 6.6 2.9 26.5 -43.0 2020 12 0.68 46.8 0.4 47.2 11.6 4.5 2.0 18.0 -29.2

2021 13 42.5 0.7 43.1 17.0 6.8 3.0 26.8 -16.3 2021 13 0.65 27.6 0.4 28.0 11.0 4.4 2.0 17.4 -10.6

2022 14 0.7 0.7 93.2 10.5 3.1 106.8 106.1 2022 14 0.62 0.4 0.4 57.8 6.5 1.9 66.2 65.8

2023 15 0.7 0.7 93.2 10.7 3.2 107.1 106.4 2023 15 0.60 0.4 0.4 55.9 6.4 1.9 64.2 63.8

2024 16 0.7 0.7 93.2 10.9 3.2 107.3 106.7 2024 16 0.58 0.4 0.4 54.1 6.3 1.9 62.3 61.9

2025 17 1.2 0.7 1.8 93.2 11.1 3.3 107.5 105.7 2025 17 0.56 0.7 0.4 1.1 52.2 6.2 1.8 60.2 59.2

2026 18 23.1 0.7 23.7 93.2 11.2 3.3 107.7 84.0 2026 18 0.53 12.2 0.3 12.5 49.4 5.9 1.8 57.1 44.6

2027 19 8.0 0.7 8.6 93.2 11.3 3.4 107.9 99.3 2027 19 0.51 4.1 0.3 4.4 47.5 5.8 1.7 55.0 50.6

2028 20 2.4 0.7 3.0 93.2 11.4 3.4 107.9 104.9 2028 20 0.49 1.2 0.3 1.5 45.7 5.6 1.7 52.9 51.4

2029 21 0.7 0.7 93.2 11.4 3.4 108.0 107.3 2029 21 0.47 0.3 0.3 43.8 5.4 1.6 50.7 50.4

2030 22 0.7 0.7 93.2 11.4 3.4 108.0 107.3 2030 22 0.46 0.3 0.3 42.9 5.2 1.6 49.7 49.4

2031 23 0.7 0.7 93.2 11.3 3.4 107.9 107.3 2031 23 0.44 0.3 0.3 41.0 5.0 1.5 47.5 47.2

2032 24 0.7 0.7 93.2 11.3 3.4 107.8 107.2 2032 24 0.42 0.3 0.3 39.1 4.7 1.4 45.3 45.0

2033 25 0.7 0.7 93.2 11.2 3.3 107.7 107.0 2033 25 0.41 0.3 0.3 38.2 4.6 1.4 44.2 43.9

2034 26 0.7 0.7 93.2 11.0 3.3 107.5 106.9 2034 26 0.39 0.3 0.3 36.3 4.3 1.3 41.9 41.7

2035 27 0.7 0.7 93.2 10.9 3.2 107.3 106.7 2035 27 0.38 0.3 0.3 35.4 4.1 1.2 40.8 40.5

2036 28 0 7 0 7 93 2 10 7 3 2 107 1 106 4 2036 28 0 36 0 2 0 2 33 6 3 9 1 2 38 6 38 3

大阪港　国際海上コンテナターミナル整備事業     費用対効果分析 (建設期間+10％)
【資料２－６】

年度

割　　引　　前

年度

割　　引　　後

施設供用期間 施設供用期間

2036 28 0.7 0.7 93.2 10.7 3.2 107.1 106.4 2036 28 0.36 0.2 0.2 33.6 3.9 1.2 38.6 38.3

2037 29 0.7 0.7 93.2 10.5 3.1 106.8 106.2 2037 29 0.35 0.2 0.2 32.6 3.7 1.1 37.4 37.2

2038 30 0.7 0.7 93.2 10.3 3.1 106.5 105.9 2038 30 0.33 0.2 0.2 30.8 3.4 1.0 35.2 35.0

2039 31 0.7 0.7 93.2 10.1 3.0 106.2 105.6 2039 31 0.32 0.2 0.2 29.8 3.2 1.0 34.0 33.8

2040 32 0.7 0.7 93.2 9.8 2.9 105.9 105.3 2040 32 0.31 0.2 0.2 28.9 3.0 0.9 32.8 32.6

2041 33 0.7 0.7 93.2 9.5 2.8 105.6 104.9 2041 33 0.30 0.2 0.2 28.0 2.9 0.9 31.7 31.5

2042 34 1.2 0.7 1.8 93.2 9.3 2.8 105.2 103.4 2042 34 0.29 0.3 0.2 0.5 27.0 2.7 0.8 30.5 30.0

2043 35 23.1 0.7 23.7 93.2 9.0 2.7 104.8 81.1 2043 35 0.27 6.2 0.2 6.4 25.2 2.4 0.7 28.3 21.9

2044 36 8.0 0.7 8.6 93.2 8.7 2.6 104.5 95.9 2044 36 0.26 2.1 0.2 2.3 24.2 2.3 0.7 27.2 24.9

2045 37 2.4 0.7 3.0 93.2 8.4 2.5 104.1 101.1 2045 37 0.25 0.6 0.2 0.8 23.3 2.1 0.6 26.0 25.3

2046 38 0.7 0.7 93.2 8.1 2.4 103.7 103.0 2046 38 0.24 0.2 0.2 22.4 1.9 0.6 24.9 24.7

2047 39 0.7 0.7 93.2 7.8 2.3 103.3 102.7 2047 39 0.23 0.2 0.2 21.4 1.8 0.5 23.8 23.6

2048 40 0.7 0.7 93.2 7.5 2.2 102.9 102.3 2048 40 0.23 0.2 0.2 21.4 1.7 0.5 23.7 23.5

2049 41 0.7 0.7 93.2 7.2 2.1 102.5 101.9 2049 41 0.22 0.1 0.1 20.5 1.6 0.5 22.6 22.4

2050 42 0.7 0.7 93.2 6.9 2.1 102.1 101.5 2050 42 0.21 0.1 0.1 19.6 1.4 0.4 21.4 21.3

2051 43 0.7 0.7 93.2 6.6 2.0 101.7 101.1 2051 43 0.20 0.1 0.1 18.6 1.3 0.4 20.4 20.2

2052 44 0.7 0.7 93.2 6.3 1.9 101.3 100.7 2052 44 0.19 0.1 0.1 17.7 1.2 0.4 19.3 19.1

2053 45 0.7 0.7 93.2 6.0 1.8 101.0 100.3 2053 45 0.19 0.1 0.1 17.7 1.1 0.3 19.2 19.1

2054 46 0.7 0.7 93.2 5.7 1.7 100.6 100.0 2054 46 0.18 0.1 0.1 16.8 1.0 0.3 18.1 18.0

2055 47 0.7 0.7 93.2 5.4 1.6 100.2 99.6 2055 47 0.17 0.1 0.1 15.8 0.9 0.3 17.0 16.9

2056 48 0.7 0.7 93.2 5.2 1.5 99.9 99.2 2056 48 0.16 0.1 0.1 14.9 0.8 0.2 16.0 15.9

2057 49 0.7 0.7 93.2 4.9 1.5 99.5 98.9 2057 49 0.16 0.1 0.1 14.9 0.8 0.2 15.9 15.8

2058 50 0.7 0.7 93.2 4.6 1.4 179.4 278.6 278.0 2058 50 0.15 0.1 0.1 14.0 0.7 0.2 26.9 41.8 41.7

807.3 31.5 838.8 3,623.2 0.0 390.5 126.3 179.4 4,319.4 3,480.7 680.7 14.0 694.7 1,296.9 165.7 57.3 26.9 1,546.8 852.1合　計 合　計



費用便益分析シート(割引前) 費用便益分析シート(割引後) EIRR= 9.3% NPV= 943 億円
B/C= 2.3

(億円) (億円)

初期投資・
更新投資

運営・維
持コスト

総費用
（C）

(通常時)
ﾛｰｶﾙ貨物

輸送コスト
削減額

(地震時)
輸送コスト
増大回避

(震災時)
施設被害の
回避便益

残存価値
総便益
（B）

純便益
（B-C）

社会的
割引率

初期投
資・

更新投資

運営・維
持コスト

総費用
（C）

(通常時)
ﾛｰｶﾙ貨物

輸送コスト
削減額

(地震時)
輸送コスト
増大回避

(震災時)
施設被害の
回避便益

残存価値
総便益
（B）

純便益
（B-C）

2005 17.4 17.4 -17.4 2005 1.22 21.3 21.3 -21.3

2006 27.6 27.6 -27.6 2006 1.17 32.3 32.3 -32.3

2007 78.4 78.4 -78.4 2007 1.12 87.8 87.8 -87.8

2008 107.6 107.6 -107.6 2008 1.08 116.2 116.2 -116.2

2009 1 30.3 30.3 -30.3 2009 1 1.04 31.5 31.5 -31.5

2010 2 9.7 9.7 -9.7 2010 2 1.00 9.7 9.7 -9.7

2011 3 22.2 0.7 22.9 14.7 3.4 1.8 19.9 -3.0 2011 3 0.96 21.3 0.7 22.0 14.1 3.3 1.7 19.1 -2.9

2012 4 34.5 0.7 35.2 15.0 3.8 1.9 20.7 -14.5 2012 4 0.92 31.8 0.6 32.4 13.8 3.5 1.8 19.1 -13.3

2013 5 35.0 0.7 35.7 15.2 4.1 2.1 21.4 -14.3 2013 5 0.89 31.1 0.6 31.8 13.5 3.6 1.9 19.0 -12.8

2014 6 41.6 0.7 42.3 15.5 4.5 2.2 22.2 -20.0 2014 6 0.85 35.3 0.6 35.9 13.2 3.8 1.9 18.9 -17.1

2015 7 39.4 0.7 40.1 15.8 4.9 2.4 23.1 -17.1 2015 7 0.82 32.3 0.6 32.9 13.0 4.0 1.9 18.9 -14.0

2016 8 63.1 0.7 63.8 16.1 5.2 2.5 23.8 -40.0 2016 8 0.79 49.8 0.6 50.4 12.7 4.1 2.0 18.8 -31.6

2017 9 77.2 0.7 77.8 16.4 5.6 2.6 24.6 -53.2 2017 9 0.76 58.6 0.5 59.1 12.4 4.3 2.0 18.7 -40.4

2018 10 77.2 0.7 77.8 16.7 6.0 2.7 25.4 -52.4 2018 10 0.73 56.3 0.5 56.8 12.2 4.4 2.0 18.5 -38.3

2019 11 77.2 0.7 77.8 17.0 6.4 2.8 26.2 -51.6 2019 11 0.70 54.0 0.5 54.5 11.9 4.5 2.0 18.3 -36.1

2020 12 0.7 0.7 93.2 9.9 2.9 106.0 105.3 2020 12 0.68 0.4 0.4 63.4 6.7 2.0 72.1 71.6

2021 13 0.7 0.7 93.2 10.2 3.0 106.4 105.7 2021 13 0.65 0.4 0.4 60.6 6.6 2.0 69.2 68.7

2022 14 0.7 0.7 93.2 10.5 3.1 106.8 106.1 2022 14 0.62 0.4 0.4 57.8 6.5 1.9 66.2 65.8

2023 15 0.7 0.7 93.2 10.7 3.2 107.1 106.4 2023 15 0.60 0.4 0.4 55.9 6.4 1.9 64.2 63.8

2024 16 0.7 0.7 93.2 10.9 3.2 107.3 106.7 2024 16 0.58 0.4 0.4 54.1 6.3 1.9 62.3 61.9

2025 17 1.2 0.7 1.8 93.2 11.1 3.3 107.5 105.7 2025 17 0.56 0.7 0.4 1.1 52.2 6.2 1.8 60.2 59.2

2026 18 23.1 0.7 23.7 93.2 11.2 3.3 107.7 84.0 2026 18 0.53 12.2 0.3 12.5 49.4 5.9 1.8 57.1 44.6

2027 19 8.0 0.7 8.6 93.2 11.3 3.4 107.9 99.3 2027 19 0.51 4.1 0.3 4.4 47.5 5.8 1.7 55.0 50.6

2028 20 2.4 0.7 3.0 93.2 11.4 3.4 107.9 104.9 2028 20 0.49 1.2 0.3 1.5 45.7 5.6 1.7 52.9 51.4

2029 21 0.7 0.7 93.2 11.4 3.4 108.0 107.3 2029 21 0.47 0.3 0.3 43.8 5.4 1.6 50.7 50.4

2030 22 0.7 0.7 93.2 11.4 3.4 108.0 107.3 2030 22 0.46 0.3 0.3 42.9 5.2 1.6 49.7 49.4

2031 23 0.7 0.7 93.2 11.3 3.4 107.9 107.3 2031 23 0.44 0.3 0.3 41.0 5.0 1.5 47.5 47.2

2032 24 0.7 0.7 93.2 11.3 3.4 107.8 107.2 2032 24 0.42 0.3 0.3 39.1 4.7 1.4 45.3 45.0

2033 25 0.7 0.7 93.2 11.2 3.3 107.7 107.0 2033 25 0.41 0.3 0.3 38.2 4.6 1.4 44.2 43.9

2034 26 0.7 0.7 93.2 11.0 3.3 107.5 106.9 2034 26 0.39 0.3 0.3 36.3 4.3 1.3 41.9 41.7

2035 27 0.7 0.7 93.2 10.9 3.2 107.3 106.7 2035 27 0.38 0.3 0.3 35.4 4.1 1.2 40.8 40.5

2036 28 0 7 0 7 93 2 10 7 3 2 107 1 106 4 2036 28 0 36 0 2 0 2 33 6 3 9 1 2 38 6 38 3

大阪港　国際海上コンテナターミナル整備事業     費用対効果分析　(建設期間-10％)
【資料２－７】

年度

割　　引　　前

年度

割　　引　　後

施設供用期間 施設供用期間

2036 28 0.7 0.7 93.2 10.7 3.2 107.1 106.4 2036 28 0.36 0.2 0.2 33.6 3.9 1.2 38.6 38.3

2037 29 0.7 0.7 93.2 10.5 3.1 106.8 106.2 2037 29 0.35 0.2 0.2 32.6 3.7 1.1 37.4 37.2

2038 30 0.7 0.7 93.2 10.3 3.1 106.5 105.9 2038 30 0.33 0.2 0.2 30.8 3.4 1.0 35.2 35.0

2039 31 0.7 0.7 93.2 10.1 3.0 106.2 105.6 2039 31 0.32 0.2 0.2 29.8 3.2 1.0 34.0 33.8

2040 32 0.7 0.7 93.2 9.8 2.9 105.9 105.3 2040 32 0.31 0.2 0.2 28.9 3.0 0.9 32.8 32.6

2041 33 0.7 0.7 93.2 9.5 2.8 105.6 104.9 2041 33 0.30 0.2 0.2 28.0 2.9 0.9 31.7 31.5

2042 34 1.2 0.7 1.8 93.2 9.3 2.8 105.2 103.4 2042 34 0.29 0.3 0.2 0.5 27.0 2.7 0.8 30.5 30.0

2043 35 23.1 0.7 23.7 93.2 9.0 2.7 104.8 81.1 2043 35 0.27 6.2 0.2 6.4 25.2 2.4 0.7 28.3 21.9

2044 36 8.0 0.7 8.6 93.2 8.7 2.6 104.5 95.9 2044 36 0.26 2.1 0.2 2.3 24.2 2.3 0.7 27.2 24.9

2045 37 2.4 0.7 3.0 93.2 8.4 2.5 104.1 101.1 2045 37 0.25 0.6 0.2 0.8 23.3 2.1 0.6 26.0 25.3

2046 38 0.7 0.7 93.2 8.1 2.4 103.7 103.0 2046 38 0.24 0.2 0.2 22.4 1.9 0.6 24.9 24.7

2047 39 0.7 0.7 93.2 7.8 2.3 103.3 102.7 2047 39 0.23 0.2 0.2 21.4 1.8 0.5 23.8 23.6

2048 40 0.7 0.7 93.2 7.5 2.2 102.9 102.3 2048 40 0.23 0.2 0.2 21.4 1.7 0.5 23.7 23.5

2049 41 0.7 0.7 93.2 7.2 2.1 102.5 101.9 2049 41 0.22 0.1 0.1 20.5 1.6 0.5 22.6 22.4

2050 42 0.7 0.7 93.2 6.9 2.1 102.1 101.5 2050 42 0.21 0.1 0.1 19.6 1.4 0.4 21.4 21.3

2051 43 0.7 0.7 93.2 6.6 2.0 101.7 101.1 2051 43 0.20 0.1 0.1 18.6 1.3 0.4 20.4 20.2

2052 44 0.7 0.7 93.2 6.3 1.9 101.3 100.7 2052 44 0.19 0.1 0.1 17.7 1.2 0.4 19.3 19.1

2053 45 0.7 0.7 93.2 6.0 1.8 101.0 100.3 2053 45 0.19 0.1 0.1 17.7 1.1 0.3 19.2 19.1

2054 46 0.7 0.7 93.2 5.7 1.7 100.6 100.0 2054 46 0.18 0.1 0.1 16.8 1.0 0.3 18.1 18.0

2055 47 0.7 0.7 93.2 5.4 1.6 100.2 99.6 2055 47 0.17 0.1 0.1 15.8 0.9 0.3 17.0 16.9

2056 48 0.7 0.7 93.2 5.2 1.5 99.9 99.2 2056 48 0.16 0.1 0.1 14.9 0.8 0.2 16.0 15.9

2057 49 0.7 0.7 93.2 4.9 1.5 99.5 98.9 2057 49 0.16 0.1 0.1 14.9 0.8 0.2 15.9 15.8

2058 50 0.7 0.7 93.2 4.6 1.4 179.4 278.6 278.0 2058 50 0.15 0.1 0.1 14.0 0.7 0.2 26.9 41.8 41.7

807.3 31.5 838.8 3,776.7 0.0 397.7 126.3 179.4 4,480.2 3,641.4 696.7 14.0 710.8 1,399.1 170.6 57.3 26.9 1,653.9 943.1合　計 合　計
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